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表紙 小椋勇記夫 (S32)

半世紀ほど昔、松山は戦後の荒廃から立ち直

りつつあり、歴史の中で秋祭りは市民にとつ

て待ちに待つた一大イベントであつた。現在

のように娯楽は多種多様、一年中楽しい事が

ある中で、しかし祭りは別格、男達も女性達

もウキウキとして燃え上がる。特に御輿のケ

ンカ。聞いただけで興奮する。普通の人達が

豹変し粋でイナセになつてくる。何時の時代

も同じである。これは北小唐人と大唐人の道

後駅前の鉢合せである。現在は美しく秩序よ

く行なわれている。それでもみんな燃えてい

る。
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